
■⽇ 時 ︓2025年11⽉19⽇（⽔） 17:00〜18:30
■会 場 ︓kuzume Base.（⾹美市⼟佐⼭⽥町楠⽬972-1）
■申 込 ︓不要（会場へ直接お越しください）
■参加費︓無料
■駐⾞場︓⾹美市市⺠グラウンド駐⾞場

※南側の⼀列にお駐めください【会場まで徒歩3分程度】
■主 催 ︓⾼知⼯科⼤学 国⼟情報処理⼯学研究室

2025年11⽉7⽇

未来の⾥⼭について考える 「⾥⼭⼯学ゼミナール2025」（全8回）

11/19は「⾃然と向き合う」をテーマに開催

NEWS

RELEASE

（※今後のテーマとスケジュールは、別紙をご参照ください）

※本プレスリリースは 本学HPでもご覧いただけます

取材をご希望の場合は、
11⽉18⽇（⽕）の17:00までに 広報課までご連絡ください

【本リリースに関するお問い合わせ】
⾼知⼯科⼤学 広報課 渡瀬・澤⽥
TEL.0887-53-1080
E-mail ︓kouhou@ml.kochi-tech.ac.jp

「⾥⼭⼯学ゼミナール2025」（第6回「⾃然と向き合う」）

② 前⽥ 博史さん［天然写真家］
「正統派の森」
⼈⼯林優勢の四国の森において、原⽣に近い形を留める由緒正しい森が
僅かに点在しています。今となっては貴重になったそんな森林の姿を、四季を
追って皆さんにお伝えできればと思います。

11⽉19⽇（⽔）17時より、「⾥⼭⼯学ゼミナール2025」（全8回）の第６回⽬を開催します。
本ゼミナールでは、国⼟情報処理⼯学研究室の⾼⽊ ⽅隆教授を座⻑に、毎回異なるテーマのもと、独⾃の⽬線で⾥⼭と
向き合う 建築家や写真家、書道家、林業家らが、話題を提供します。
６回⽬となる今回のテーマは、「⾃然と向き合う」。登壇者は、美しい⾃然を捉えることに主眼をおいた写真家です。
約40年にわたって⾃然をテーマに撮影する前⽥博史さんは、四国⼭地をはじめとした原⽣の奥⼭を愛し、地形・地質・
植⽣への造詣の深さが感じられる作品を多数、発表しています。また座⻑である⾼⽊も、天体写真家として登壇し、⾥⼭
での暮らしと関わりが深い⽉をテーマにお話しします。⼀⾒、⾥⼭とは遠く離れた「奥⼭の⾃然」と、遥か彼⽅にある「天体」。
美しい写真を⾒ながら、⾥⼭で重要な役割を果たす⾃然との関わりについて考えます。

① ⾼⽊ ⽅隆 ［天体写真家］

「⽉と暮らす」
⾥⼭での暮らしは、太陰暦との相性がよく、⽣物活動とも連動しているようです。
そこでまず、⽉の楽しみ⽅を解説します。様々な天体写真を⾒ていただきなが
ら、科学を知ると⾃然や⽂学の楽しみ⽅に広がりができることをお伝えしたいと
思います。



里山工学ゼミナール2025
座長：高知工科大学 システム工学群　高木方隆
後援：香美市

高知工科大学国土情報処理工学研究室では，地域の専門家の協力を得ながら里山工学 に取
り組んでいます．本ゼミナールは，座長の高木が当日のディスカッションの狙いと，関連す
る背景を説明した後，登壇者による最新の活動状況をご紹介いただき，来場者の皆さんと共
に，未来の里山について議論したいと思います．

参加費は無料，申し込みも不要です．古民家を改修した会場は，飲み物などの持ち込みOK
です．アンティークな空間に机や椅子が配置されていますので，各自お気に入りの場所で，
飲み物を片手にリラックスしてディスカッションに参加してください．

ゼミナール終了後は，19:00まで会場を利用できますので，参加者同士の交流も深めても
らえれば幸いです．

■ 開催時間：17:00～18:30
■ 開催場所：k uzume Base.　（高知県香美市土佐山田町楠目９７２−１）
駐車場の容量が限られていますので，できるだけ徒歩や自転車などでご来場ください
香美市のご協力により，市民グラウンド駐車場の南側１列のみ 本ゼミナールで利用可能となりました．














村井亮介（高知大学），谷岡仁（野鳥研究家），辻雄介（昆虫研究家）


第８回 １月28日(水)「里山研究フィールドでの活動報告」


高知工科大学　大学院生

問い合わせ先：takagi.masataka@kochi-tech.ac.jp

最新情報は，コチラから

山本明奈（手紙書道家），北村美和子（川底画家） 

第５回 10月22日(水)「林業の未来に向けて」 

冨田美来（林業女子） ， 森下嘉晴（たんね歩記作家）

第６回 11月19日(水)「自然と向き合う」 

前田博史（天然写真家），高木方隆（天体写真家） 

第７回 12月17日(水)「生物季節の把握」 


	PRESS－里山工学ゼミナール6「自然と向き合う」
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